2012.7.30

第166回　レーザ協会研究会開催のご案内

　下記の通り，研究会を開催いたします．

　ピーニングは古くから材料表面に圧縮残留応力を付与する方法として使われてきました．この手法は粒子をぶつけるだけでなく，光や流体を使うなど様々な手法の展開が行われ，それぞれが得意とする分野で使われています．今回は，長年に亘り表面改質，とりわけピーニングに取り組んでこられた3先生に，現状を解説いただくとともに将来像を大胆に語っていただこうと思います．

　奮ってご参加下さい．

研究会テーマ：表面の機能化

開催日：９月３日（月），１３：３０～１７：００
場　所：東工大大岡山キャンパス，石川台３号館３階３０４号室

　　　　下記URLで石川台地区をクリックいただくと③の建物です

　　　　http://www.titech.ac.jp/about/campus/o_map.html?id=01

参加費：無料（レーザ協会会員限定）

ご講演：

　13:30～13:35　開催挨拶

　13:35～14:40　レーザピーニングによる構造物の長寿命化：佐野雄二先生（東芝）
　14:45～15:45　ピーニング効果と産業への応用：
当舎勝次先生（明治大学）
　15:45～16:45　硬くも軟らかくも-レーザ表面改質：
加納誠介先生（産総研）
　16:45～17:00　総括

